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一
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
藝
鱒
羅
、

大
戦
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
る
國
際
購
係

史
料
に
つ
い
て

大
村
　
作
　
次
　
郎

　
最
近
欧
洲
耳
払
…
關
係
史
（
吾
人
は
こ
、
に
そ
の
限
界
を

一
入
七
一
一
一
九
一
四
に
ご
ら
ん
ご
す
る
）
の
研
究
は
、

從
來
研
究
の
餌
飼
π
る
外
交
文
書
史
料
の
不
足
に
よ
っ
て

順
る
不
満
足
な
る
歌
態
に
あ
っ
た
こ
ご
を
、
吾
入
は
否
定

す
る
こ
ご
は
出
急
な
い
Q
所
謂
ω
6
9
暮
望
覧
。
露
9
受
の
活

動
時
代
で
あ
っ
て
、
諸
國
問
の
秘
密
條
約
、
重
要
な
る
外

交
交
書
は
殆
ん
ご
門
外
不
蜜
、
外
交
史
學
者
の
近
寄
る
を

許
さ
な
か
つ
だ
○
故
に
灘
極
め
て
僅
少
に
憂
表
さ
れ
．
た
外

交
丈
書
、
政
治
新
聞
紙
、
閣
係
政
治
家
の
論
談
等
の
難
場

な
る
史
料
を
以
て
、
外
交
慶
研
究
に
當
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
つ
淀
常
時
の
吏
學
渚
の
勢
苦
は
大
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
吾
入
は
そ
の
一
例
ε
し
て
、
三
國
同
盟
（
U
豊
）
影
3

の
研
究
を
暴
げ
る
こ
ご
が
田
躍
る
。
こ
の
同
盟
は
．
周
知

の
如
く
、
　
一
入
八
二
年
ゼ
ス
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
濁
填
伊
三

國
間
に
締
結
さ
れ
世
界
大
戦
の
初
期
ま
で
糧
与
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
三
十
鯨
年
間
欧
沸
．
國
際
關
係
を
支
配
し
た
、

頗
る
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
條
約
文
そ
の
も
の
は
勿

論
、
條
約
締
結
交
渉
の
際
の
文
書
が
、
長
年
避
暑
の
中
に

葬
り
去
ら
れ
て
居
た
爲
に
、
こ
れ
が
研
究
に
當
つ
た
史
學

潜
の
苦
心
が
如
何
に
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
察
知
す



る
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の

等
の
史
聖
者
に
謝
し
て
、
吾
人
は
大
な
る
奪
敬
を
沸
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
そ
れ
ら
の
著
述
が
史
料
の
不

足
の
爲
に
不
満
足
な
る
黙
を
多
く
持
っ
て
居
る
こ
ε
は
當

然
の
こ
ビ
で
あ
っ
て
、
現
在
に
於
て
多
く
修
整
さ
れ
る
に

至
つ
π
か
ら
定
て
決
し
て
彼
等
の
功
蹟
を
否
定
す
る
こ
ご

は
出
愚
な
い
．
そ
れ
ら
の
著
述
ε
、
殆
ん
ご
完
全
な
る
程

度
に
ま
で
豊
富
な
る
吏
料
を
有
し
て
頗
る
優
秀
な
る
著
ご

さ
る
〉
寓
●
Ω
鏡
幕
三
U
霧
U
箆
9
一
民
超
ω
8
β
回
。
。
醤
1

お
剛
9
　
団
豊
凶
F
ω
8
0
窪
。
巨
．
切
9
國
・
㊨
戯
・
）
ε
を
比
較

す
る
時
、
吾
人
は
大
な
る
興
昧
を
戚
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
世
界
大
戦
中
及
び
そ
の
後
に
於
て
、
豊
富

な
る
秘
密
史
料
出
　
証
す
る
に
至
り
、
最
近
魚
巣
外
炎
史
の

　
　
　
第
十
三
悠
　
　
雑
　
纂

大
戦
後
公
表
さ
れ
し
震
要
な
ろ
國
軍
機
保
史
料
に
つ
い
て

研
究
は
全
く
そ
の
面
目
を
改
め
る
に
至
っ
た
。
以
下
、
そ

の
最
も
重
要
な
る
も
の
薮
種
に
就
い
て
一
言
せ
ん
と
す

る
。

　
世
界
大
戦
中
及
び
そ
の
後
に
於
て
、
か
、
る
未
曾
有
の

大
戦
の
原
因
、
責
任
果
し
て
何
慮
に
あ
り
ゃ
ご
の
所
謂

油
皿
寄
σ
q
ω
ω
9
三
琢
。
④
o
が
、
各
國
の
政
治
界
、
単
襲
界
に
於

て
盛
ん
に
論
議
さ
れ
た
が
、
大
戦
の
及
ぼ
す
影
響
の
甚
大

な
る
瓢
よ
り
見
て
、
こ
れ
は
當
然
の
こ
ご
で
あ
っ
た
Q
而

し
て
一
個
の
事
件
の
原
因
、
責
任
を
明
か
に
す
る
に
は
、

先
づ
事
件
の
興
相
を
明
か
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

、
に
於
て
か
交
戦
諸
國
は
、
大
戦
勃
・
獲
に
比
す
る
秘
密
外

交
文
書
を
公
表
し
、
乱
撃
そ
れ
ぐ
虜
國
の
外
交
の
李
和

的
に
し
て
大
戦
の
勃
獲
に
責
任
な
き
こ
ご
を
示
さ
ん
ご
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
、
大
戦
勃
登
直
後
、
各
國
政
府
よ
り

公
表
さ
れ
た
る
所
謂
野
曝
げ
募
。
げ
興
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
蒐

集
せ
し
も
の
が
各
國
に
獲
て
刊
行
さ
れ
て
居
る
。
英
國
で

は
O
O
濠
9
0
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U
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三
○
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ζ
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。
N
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頓
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回
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佛
國
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は
ト
閃
。
｛
塁
魯
、

題
ω
δ
富
商
山
0
9
0
〕
o
霞
・
。
L
ロ
巴
…
H
℃
嘗
●
及
び
　
蜀
9
σ
。
①
ω

ユ
、
藁
ω
8
冨
い
6
ぶ
一
H
鴇
。
。
．
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
。

故
原
博
士
の
「
世
界
大
戦
更
」
に
利
用
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
男
騒
げ
σ
二
〇
ぎ
鴨
及
び
後
に
述
べ
る
獅
逸
の
カ
ウ
ッ
キ
ー

交
集
及
び
填
太
利
共
和
國
の
赤
書
ご
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
文
書
公
表
の
動
機
は
、
上

述
の
如
く
大
戦
に
期
す
る
爵
國
の
無
責
任
を
示
さ
ん
ご
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
文
書
公
表
に
際
し
、
大
な
り

小
な
り
の
無
理
が
あ
っ
た
こ
ご
は
充
分
に
推
知
し
得
る
。

例
へ
ば
、
露
國
の
墨
書
の
誤
謬
は
ρ
く
§
閃
○
ヨ
げ
巽
σ
q
こ

れ
を
指
摘
し
（
望
⑰
国
書
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。
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英
國
の
右
書
は
最
近
公
表
さ

大
腿
後
公
表
さ
れ
し
璽
要
な
る
麟
際
驕
係
史
料
に
つ
い
て
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れ
だ
英
國
外
交
文
書
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
、
狗
逸
め
白

書
填
具
象
の
赤
雪
も
後
述
の
如
く
共
に
訂
正
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
大
戦
の
絡
末
期
、
露
猫
耳
三
國
の
帝
政
崩
壊
せ
し
時
よ

リ
ヴ
エ
ル
ナ
イ
ユ
會
議
に
か
け
て
俄
然
貴
重
な
る
史
料
が

豊
富
に
出
現
す
る
に
至
つ
拠
。
而
し
て
過
去
の
政
府
ご
完

杢
に
絶
縁
し
、
偶
中
ご
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
以
上
の

三
國
に
於
て
文
書
の
公
表
最
も
盛
ん
で
あ
っ
元
こ
ご
は
當

然
で
あ
っ
て
、
殊
に
露
國
の
ソ
ヅ
ィ
エ
ー
ト
政
府
の
如
き

は
、
渦
…
去
に
遠
慮
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
所
か
、
更
に

…
進
ん
で
ツ
ァ
ー
ル
の
政
治
外
交
の
欠
黙
を
指
摘
す
る
に
大

な
る
利
盆
を
戚
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
公
表
し
た
文

書
が
最
も
純
正
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
ご
は
注
意
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
Q
隠
家
の
崩
壊
、
王
室
或
は
政
府
の
攣
更

な
ざ
は
吾
人
に
貴
重
な
る
史
料
を
提
供
す
る
こ
ご
多
き
は

歴
史
研
究
者
の
看
過
し
得
訟
所
で
あ
る
。

　
先
づ
猫
逸
で
は
、
世
界
大
戦
前
の
漱
州
國
際
關
係
の
中



心
底
で
あ
り
、
大
戦
に
最
も
密
接
な
る
皆
皆
を
有
す
る
こ

ご
は
自
他
共
に
認
む
る
所
で
あ
る
か
ら
、
史
料
の
公
表
並

に
そ
れ
t
閥
…
す
る
論
議
最
も
旺
盛
を
極
め
た
の
で
あ
る
。

大
戦
勃
獲
直
後
温
点
政
府
よ
り
登
表
さ
れ
た
交
書
は
、
そ

の
公
表
の
動
機
よ
り
考
へ
て
、
充
分
な
る
信
頼
を
受
く
べ

き
も
の
で
な
い
こ
ご
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
濁
逸
新

共
和
政
府
は
こ
れ
を
遺
憾
な
り
ご
し
、
こ
れ
が
訂
正
の
爲

に
完
全
な
る
大
戦
直
前
外
交
丈
書
集
を
公
表
し
た
Q
　
こ

れ
、
カ
ウ
ウ
ソ
キ
ー
文
集
の
名
を
以
て
有
名
で
あ
る
、
証
會

學
者
ヵ
ソ
キ
ー
の
蒐
集
冨
9
夷
。
画
伯
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Q
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
セ
ラ
イ
は
ボ
事
件
後
添
勾
國
政
府
の
セ
ル
ゼ
ァ
に

御
す
る
弾
趣
政
策
を
難
風
政
府
が
是
認
、
援
助
し
、
以
て
、

大
戦
を
惹
写
せ
し
黙
に
於
て
里
並
政
府
は
大
戦
勃
獲
に
充

分
な
る
責
任
あ
り
ご
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
よ

り
先
・
き
同
年
山
ハ
月
に
、
　
U
o
回
σ
吐
9
0
ぎ
　
護
。
昌
畠
。
♂
Q
。
o
宮
で
切
勲
弓
学
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大
悪
後
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さ
れ
し
重
要
な
ろ
國
際
關
係
史
料
に
つ
い
て

ぎ
匡
ざ
竃
9
】
δ
。
冨
“
ぎ
、
Φ
び
親
等
著
名
の
吏
學
者
が
そ
の
愛

國
的
温
情
よ
り
、
大
戦
に
離
し
て
猫
逸
の
み
責
任
あ
る
に

あ
ら
す
否
む
し
ろ
協
商
圃
側
こ
そ
よ
り
大
な
る
責
任
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

り
ご
主
張
せ
る
、
　
b
2
叶
。
。
。
同
旨
巳
汗
穿
同
畠
σ
q
ゆ
U
Φ
一
匹
。
9

ぐ
く
。
剛
ω
ω
ぴ
戸
答
ゴ
帥
ぴ
興
　
島
。
＜
2
，
舘
嵩
～
＜
9
・
岳
∩
岳
（
o
耀
け
鳥
①
門
霞
び
。
σ
2
・

号
。
。
記
田
お
。
ω
・
を
襲
表
し
て
居
る
の
で
、
カ
ウ
ソ
キ
r
は

憤
慨
し
、
十
｝
月
食
δ
静
聴
≦
o
H
穿
膏
σ
Q
g
一
様
窪
9
を
表

は
し
、
愚
慮
ま
で
も
大
戦
に
即
す
る
平
面
の
責
任
を
強
張

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
爾
者
の
立
場
の
相
違
は
、

一
は
、
今
や
獅
逸
が
大
戦
の
責
任
者
な
）
ご
公
認
さ
れ
ヅ

ェ
ル
サ
イ
ユ
骨
堂
の
殺
上
に
か
け
ら
れ
る
の
を
見
る
に
忽

び
す
愛
重
的
見
地
よ
り
濁
逸
の
み
責
任
あ
る
に
書
す
ビ
叫

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
他
は
そ
の
魁
會
主
義
的
立
場
よ
リ
カ

イ
ぜ
ル
時
代
の
帝
政
外
交
を
非
難
攻
凝
す
る
心
に
急
な
る

所
よ
り
來
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
る
吏
料
集
に
於
て

も
、
猶
ほ
そ
の
公
表
の
動
機
を
充
分
に
考
察
し
て
か
㌧
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
云
ふ
三
審
例
で
あ
る
。
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猶
ほ
、
ペ
ル
ソ
ン
駐
在
の
バ
バ
ソ
ア
外
交
官
の
報
告
書

を
集
め
て
居
る
、
O
箭
博
士
の
編
…
韓
に
か
、
る
圃
W
墜
。
勢
。
ゴ
o

U
。
囲
会
B
。
簿
。
N
戸
§
困
ユ
の
脇
岩
。
・
ぴ
麦
畠
・
H
鴇
P
は
、
上
述
の

ヵ
ウ
ッ
キ
i
丈
集
の
主
張
を
立
誰
す
る
も
の
で
み
る
。

　
有
名
な
る
濁
声
外
務
省
文
書
集
の
公
刊
は
、
實
に
上
述

の
カ
ウ
ッ
キ
ー
文
集
ご
密
接
な
る
閣
係
あ
り
、
濁
逸
政
府

が
一
九
一
九
年
夏
に
カ
ウ
ッ
キ
ー
蒐
集
の
丈
量
刊
行
を
モ

ン
ト
ゲ
ラ
ス
伯
及
び
シ
ュ
ッ
キ
ン
グ
駿
授
に
命
じ
た
峙
既

に
、
畳
職
直
前
の
文
書
の
み
に
て
は
決
し
て
大
戦
の
眞
の

原
因
を
知
る
に
充
分
な
ら
す
、
更
に
潮
つ
淀
時
代
の
交
書

を
重
版
す
る
必
要
あ
り
こ
の
議
あ
り
、
入
月
三
H
客
2
乙
空

周
・
。
。
。
呂
〒
切
鴛
夢
2
号
敷
授
に
そ
の
任
務
が
委
さ
れ
た
。
更

に
尉
官
二
月
及
び
三
月
に
旨
い
①
廟
貯
・
・
博
士
及
び
男

目
ぼ
日
B
・
博
士
が
此
の
大
事
業
を
助
け
る
こ
ご
、
な
っ
た
Q

（
但
し
テ
ィ
ン
メ
博
士
が
事
業
の
大
部
分
に
當
つ
た
事
は

公
然
の
秘
密
で
あ
る
。
）
而
し
て
稀
書
蒐
集
の
年
代
ζ
つ
い

て
は
、
最
初
、
大
戦
の
少
し
前
バ
ル
カ
ン
戦
役
頃
よ
り
始

穴
職
後
公
表
冬
れ
し
震
要
な
る
國
際
關
係
愛
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
第
購
號
几
　
　
　
　
山
ハ
八
　
　
（
五
七
六
）

め
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
熟
議
の
結
果
、
バ
ル
カ
ン
町
役
或

は
一
九
〇
八
一
　
九
σ
九
年
の
ボ
ス
ニ
ァ
問
題
或
は
そ
の

前
の
モ
η
ツ
コ
問
題
よ
り
始
め
て
も
な
ほ
足
ら
す
、
ウ
4

μ
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
治
世
の
最
初
馬
否
、
更
仁
湖
っ
て
濁
逸

帝
國
創
立
の
時
よ
り
始
め
て
完
全
に
大
戦
の
原
画
を
知
る

バ、

ｵ
ご
の
こ
ε
が
明
か
ご
な
り
、
こ
、
に
多
大
の
苦
心
を

経
て
全
四
拾
懇
五
拾
四
骸
實
に
約
一
叢
五
千
九
百
の
文
書

を
股
む
る
、
近
世
史
學
上
稀
に
見
る
一
大
文
書
集
U
δ

○
δ
も
・
・
。
o
男
○
】
§
随
時
韓
国
自
一
・
○
℃
識
8
冨
譜
図
孚
。
び
ぎ
卑
肺
Φ
H
Q
。
コ
i

6
目
や
（
切
。
二
凶
ρ
H
鴇
ひ
出
リ
ミ
）
・
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
は
、
最
近
外
交
史
研
究
上
エ
ポ

ッ
ク
・
偽
事
キ
ン
グ
の
事
業
で
あ
っ
て
、
欧
米
史
學
界
に
】

大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
逸
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
れ

を
基
ビ
し
た
著
述
論
文
も
多
数
出
現
す
る
に
至
っ
た
O
後

述
の
、
英
國
外
務
省
交
書
集
ε
相
並
ん
で
、
貴
重
な
る
根

本
史
料
で
あ
る
。
猶
ほ
、
切
．
ω
畠
〆
器
引
負
σ
q
2
の
編
輯
鳶
係

る
u
冨
u
昼
・
舞
紳
萱
雪
≧
量
乙
8
髪
箋
三
お
の
昌
》
葺
皇



HQひ

A
r
一
お
其
韓
齢
ぎ
≦
。
σ
q
妻
。
腓
。
・
9
焦
母
9
鼠
ω
晦
δ
。
。
誇

》
簿
g
タ
、
o
汗
山
興
U
窪
箭
。
審
昌
幻
。
σ
q
ぼ
触
§
堕
は
、
交
書
を
省
…

略
、
日
照
順
に
探
録
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
研

究
上
頗
る
便
利
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
既
に
ぬ
九
一
五
年
に
濁
瓶
外
務
省
よ
り
プ
マ
バ
ガ
ン
ダ

の
目
的
の
爲
に
、
ベ
ル
ジ
ゥ
ム
の
首
都
ブ
ラ
ン
セ
ル
に
て

猫
逸
軍
が
獲
得
せ
し
べ
ル
ジ
ゥ
ム
の
駐
英
、
駐
佛
、
駐
濁

各
公
使
よ
り
本
國
政
府
に
宛
て
し
報
告
書
を
公
表
し
て
居

る
が
（
⇔
ご
亀
σ
q
尻
。
げ
。
》
簿
Φ
器
葺
6
窪
層
ぢ
。
い
一
お
ぶ
．
罵
。
島
p
）

こ
れ
は
、
そ
の
鼻
嵐
の
探
鎌
に
於
て
不
公
軍
な
る
黙
多
く
、

籐
程
愼
重
な
る
心
持
を
以
て
こ
れ
に
當
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
戦
後
濁
逸
外
務
省
は
更
に
、
同
じ
く
ブ
ラ
ン
セ

ル
に
て
獲
得
し
た
文
書
中
ベ
ル
ジ
ゥ
ム
外
相
よ
り
各
國
駐

在
公
使
に
宛
て
し
外
交
交
書
を
蒐
集
し
、
切
窪
旨
碧
α
ω
。
M
ザ

考
・
冨
冷
⑳
窪
を
し
て
公
刊
せ
し
め
る
に
至
っ
た
が
（
N
霧

国
霞
。
℃
…
静
2
窪
℃
○
＝
↓
飼
　
同
○
。
導
1
6
ぶ
．
い
ゆ
母
●
b
づ
。
島
嵩

お
H
℃
・
こ
れ
の
更
に
完
全
な
る
も
の
は
、
レ
9
饒
。
ぎ
≧
亭

　
　
　
錐
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

大
戦
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
ろ
出
際
附
係
史
料
に
つ
い
て

g
ω
露
。
穿
謹
憎
O
・
。
・
。
凱
。
び
富
山
興
口
ξ
。
冨
ぎ
ご
”
℃
。
臣
F

囲
。
。
。
。
凱
一
ぢ
目
隣
り
切
ユ
Φ
．
）
　
こ
れ
は
、
先
の
　
へ
．
b
ご
⑳
颯
。
・
σ
冨

〉
簿
琶
ω
葺
。
器
”
、
に
比
較
す
れ
ば
、
徐
程
學
術
的
の
も
の

で
、
外
交
史
學
者
に
よ
ヶ
て
多
く
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
併
し
、
こ
れ
こ
て
も
、
所
詮
，
大
戦
前
の
三
際
外
交

に
於
る
猫
逸
の
李
和
的
政
策
を
示
さ
ん
ご
す
る
心
意
よ
り

公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
無
芸
件
に
て
こ
れ
を
第

一
史
料
ご
な
し
得
す
、
そ
こ
に
若
干
の
淫
意
を
要
す
る
は

勿
論
の
こ
ご
で
あ
る
。

　
大
戦
嘗
時
、
駐
佛
露
國
大
使
困
罫
。
邑
瓢
が
盛
ん
に
暗
中

飛
躍
を
試
み
、
大
戦
の
駐
機
に
大
な
る
關
係
を
有
す
る
人

物
な
る
こ
ご
は
周
知
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
務
逸
が
特
に
こ

の
黙
を
強
張
ぜ
ん
ご
す
る
は
當
然
で
、
名
著
ぐ
9
μ
譲
。
・
導
－

鍵
。
び
N
ρ
日
≦
簿
窪
Φ
σ
q
o
の
著
者
臨
写
畠
尉
鑓
昌
号
魯
舞
σ
q
を

し
て
、
大
戦
勃
獲
の
責
任
は
所
詮
　
9
詞
、
o
縛
同
ざ
娼
。
団
9
9
み

ご
の
肩
上
に
か
、
る
ご
結
論
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
素
張
の
是
非
は
さ
て
早
き
、
党
輩
外
務
省
は
海
鼠
黛
魯

　
　
　
　
　
　
第
…
閏
號
　
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
五
七
七
）

悦



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

OQ

ｾ
く
。
を
し
て
、
劇
職
歩
立
文
書
館
よ
り
得
た
大
戦
前
の

イ
ス
ヅ
ナ
ル
ス
キ
ー
の
書
簡
を
発
刊
せ
し
め
（
】
）
窪
ξ
す

き
彗
酵
。
ゲ
Φ
G
∩
o
ぼ
淳
≦
o
o
訂
。
『
萎
♂
．
o
扁
加
三
。
Q
も
＝
一
6
剛
鼻
．
轟
」
W
〔
犀
．
．

切
9
、
H
旦
目
。
。
N
α
）
大
戦
勃
登
に
醤
す
る
露
國
外
交
の
責
任
を
、

示
さ
ん
ご
し
て
居
る
。
ω
瓢
。
く
。
は
更
に
次
の
如
き
．
数
著
を

公
け
に
し
て
居
る
が
、
い
つ
れ
も
上
記
の
目
的
よ
り
出
た
も

の
で
あ
る
。
　
（
H
ω
饗
駐
ご
舞
創
α
虚
空
鉱
叶
匪
。
の
●
　
婁
く
○
冥
削

姻
巳
づ
．
〇
藍
鼠
σ
q
少
（
剛
℃
H
轟
－
目
℃
同
旨
）
●
囲
勇
雪
色
包
α
騨
国
昌
㌣

覧
嵩
8
プ
g
O
Φ
｝
お
一
己
島
U
δ
巳
霧
…
ρ
）

、
次
に
、
填
國
を
見
る
に
、
こ
れ
亦
獅
逸
の
如
ぐ
、
大
戦

直
後
公
表
さ
れ
し
因
9
夏
。
置
を
以
て
不
満
足
な
り
こ
し
、

新
共
和
政
府
よ
り
u
覚
○
量
静
9
Φ
≧
・
§
・
・
仲
二
。
ぽ
N
惹

く
。
お
○
。
・
o
露
9
8
号
の
内
ユ
。
σ
q
o
・
・
℃
』
り
ぶ
”
面
壁
ぎ
鐸
琶
σ
q
2
G
一
益

2
ρ
o
讐
藁
σ
q
Φ
N
p
ヨ
○
の
白
熱
。
己
で
¢
嵩
σ
q
僧
二
。
。
9
け
①
園
○
偉
ぴ
g
F
ノ
孟
2

H
鷺
P
を
出
し
、
こ
れ
が
編
纂
者
た
る
H
劉
O
O
9
ω
は
、
こ

れ
亦
構
図
の
カ
ゥ
ソ
キ
ー
に
細
る
ご
同
じ
く
、
U
霧
≦
．
｛
？

嵩
穿
話
挙
げ
貯
。
簿
。
葺
ち
α
ご
国
ゑ
。
。
叶
○
ぼ
簑
σ
q
α
o
機
ノ
＜
〇
三
（
ユ
。
⑬
霧
・

大
回
後
難
解
さ
れ
し
重
要
な
廊
繍
際
醗
係
更
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
｝
第
照
隠
　
．
　
七
〇
　
（
五
七
入
）

！
＜
す
二
量
P
　
を
著
は
し
て
、
大
戦
勃
登
に
甥
す
る
填
國
．

外
交
、
殊
に
當
時
の
外
相
た
り
し
ぎ
鷲
。
同
綜
。
嵐
の
責
任
を
等

張
し
て
居
る
。
こ
の
著
ご
關
指
し
て
、
≦
●
国
芭
窪
鉢
堂
。

¢
嵩
σ
q
鎚
同
も
。
9
0
殉
。
σ
Q
げ
三
一
彪
琵
自
島
○
範
μ
鼓
Φ
プ
戸
毎
ひ
q
（
δ
。
。
，
ノ
＜
？

一
翼
忌
鷺
ジ
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
築
堤
方
面
よ
り
公
表
さ
れ
た
最
も
重
要
な
る
史
料
は
勿

論
、
ウ
ヰ
ー
ン
大
豆
激
授
U
さ
津
岡
7
ρ
ヨ
の
、
　
U
騨
や
。
ぞ

静
9
0
Ω
魯
。
凶
μ
凄
く
2
欝
一
戸
o
O
無
。
霞
¢
己
マ
¢
ご
σ
q
重
器
植
図
G
。
N
c
。
一

6
H
亭
～
孟
o
p
H
鴇
9
　
で
あ
る
。
（
こ
れ
が
莫
詳
》
●
∩
●

O
o
o
ま
鵬
ρ
目
お
G
Q
8
冨
叶
麟
、
o
㌶
簡
8
0
h
》
壁
画
9
一
頃
鐸
」
帰
志
州
｝

目
。
。
＼
。
。
一
お
H
や
に
は
、
重
要
な
る
附
録
ε
し
て
、
露
土
戦

役
前
の
填
露
關
係
に
塾
す
る
ω
9
9
σ
『
§
♂
曝
露
一
叢
p
（
F

｝
冒
号
需
卑
の
三
協
定
、
佛
露
同
盟
に
關
す
る
文
書
、
伊
佛

協
定
に
醐
す
る
文
書
を
探
録
し
て
居
る
。
勿
論
、
他
よ
り

の
再
録
で
あ
る
が
便
利
で
あ
る
）
○
こ
れ
は
》
三
國
同
盟
の

内
容
を
始
め
て
金
歯
界
に
紹
介
し
、
更
に
そ
の
．
同
盟
交
渉

の
仔
細
を
受
認
文
書
に
よ
つ
で
研
究
し
た
頗
る
重
要
な
る



著
述
e
あ
っ
て
、
そ
の
諸
島
は
史
學
界
に
大
な
る
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ン
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
猶
、
他
の
多
く
の
條
約

を
も
載
せ
て
居
る
○
署
者
は
更
に
第
二
憲
を
出
す
べ
き
こ

ご
を
警
告
し
て
居
る
が
、
筆
者
未
だ
寡
聞
に
し
ア
、
そ
の
登

刊
を
聞
か
す
、
そ
の
一
日
も
遽
か
な
ら
ん
こ
ご
を
所
る
も

の
で
あ
る
。

　
次
に
露
國
の
方
面
か
ら
は
、
帝
政
崩
壊
後
史
料
の
登
表

噸
る
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
系
統
的
に
行
は
れ
な
か
っ
た
の

は
頗
る
遺
憾
で
あ
る
。
φ
く
書
Q
Q
團
。
げ
。
答
・
望
覧
。
唇
勲
瀞
畠
。

》
簾
g
ω
ヨ
。
ぎ
N
茸
．
O
¢
ω
9
州
。
寒
。
焦
角
　
国
皆
g
け
℃
o
津
凶
π
α
巽

く
。
茜
ζ
貯
σ
q
直
言
9
ご
d
。
隆
一
μ
お
い
ポ
の
如
き
は
、
頗
る
貴
重

な
る
文
書
集
で
あ
る
が
、
ソ
ヅ
ィ
エ
ト
政
府
よ
b
も
、
帝

政
時
代
の
秘
密
外
交
文
書
が
、
そ
の
機
閣
誌
た
る
津
雲
・
紆

或
は
文
書
集
の
形
で
囚
養
。
。
藷
》
憎
9
ぎ
に
よ
り
績
々
ご
登

表
さ
れ
た
の
で
あ
る
っ
そ
の
「
部
分
は
、
佛
國
よ
り
、

国
且
げ
囲
巴
。
ざ
冒
Φ
。
・
α
o
o
＝
昌
姦
話
ω
0
9
①
富
℃
各
ま
。
ω
、
冨
二
〇
ψ

寓
。
】
8
げ
Φ
算
ω
●
6
8
．
ご
し
て
獲
行
さ
れ
て
居
る
。

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

大
戦
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
る
脚
際
醐
係
艶
料
に
つ
い
て

　
次
に
佛
國
は
如
何
ご
云
ふ
に
、
男
呼
の
公
表
飴
り
盛
な

ら
す
、
こ
の
黙
英
國
ご
同
様
で
あ
る
。
一
．
九
一
入
年
に
は
、

露
國
帝
政
崩
壊
を
機
こ
し
て
佛
露
同
盟
に
關
す
る
文
書
集

公
刊
さ
れ
、
始
め
て
該
同
盟
の
内
容
及
び
交
渉
の
仔
細
が

明
か
に
さ
れ
た
。
（
O
O
o
餌
B
o
艮
ω
周
覧
。
ヨ
ρ
臨
ρ
β
o
u
。
二
、
9
毎
窪
8

ぎ
9
㌣
讐
ω
ω
9
）
。
次
に
、
一
九
二
〇
年
に
は
、
伊
佛
協
定

に
散
す
る
文
書
が
不
満
足
な
範
團
で
は
あ
る
が
公
表
さ
れ
．

だ
。
（
U
o
8
欝
2
誌
集
覧
0
8
盤
O
躍
β
目
。
。
。
碧
8
a
。
。
中
藍
8
H
．

冨
｝
闘
O
驕
号
ぢ
Q
O
一
お
8
●
）
ゆ
猫
、
バ
・
ル
カ
ン
戦
孚
に
馨
し
．

て
も
目
ゆ
ω
》
再
臨
お
・
・
ゆ
ρ
停
出
営
ρ
戸
戸
0
9
遍
罵
一
H
鴇
轟
・
　
が
公

け
に
さ
れ
て
居
る
。
史
料
の
公
表
は
以
上
に
勝
つ
で
居
る
・

が
ρ
勺
ゐ
β
ご
鴇
の
渇
き
8
醐
。
わ
旧
す
鵠
き
（
δ
囲
○
。
轄
一
お
。
轟
．

（
拶
壱
℃
o
二
号
ず
O
o
ヨ
ヨ
房
。
・
ご
μ
良
、
目
鯵
虐
蝉
。
ω
霞
ド
ω
愛
川

創
。
宣
Ω
器
跨
Φ
・
）
並
び
に
晦
　
団
・
田
9
餐
σ
q
Φ
o
凶
ω
曾
O
●
団
9
σ
q
O
ぷ

ピ
＄
b
臨
σ
q
貯
①
。
。
，
興
H
翻
字
σ
の
℃
g
・
。
9
二
野
ω
号
ド
Ω
鑓
a
Φ

○
器
蓬
①
℃
鴛
溶
H
℃
も
。
b
。
●
は
、
そ
の
中
．
に
外
務
省
の
文
書
を

多
数
探
古
し
て
居
る
黙
に
撃
て
吏
料
的
言
値
を
有
す
る
も
，

　
　
　
　
　
　
第
四
號
、
　
　
七
一
　
（
五
七
九
）



　
　
　
第
十
・
三
巷
　
　
雑
　
纂

の
ご
す
べ
き
で
あ
る
、
）

　
既
述
の
イ
ス
ヴ
ナ
ル
ス
キ
ー
文
書
が
佛
國
よ
り
も
公
刊

さ
れ
て
居
る
。
潔
霧
9
聖
ρ
¢
P
同
」
く
δ
ズ
。
マ
三
覧
。
曇
箋
○

氏
、
9
〈
㊤
暮
1
Ω
器
㌶
o
露
α
○
○
ド
お
識
。
飢
β
℃
お
ω
δ
ω
U
ド
）
〇
一
走
δ
b
房

紆
頓
》
8
ぼ
く
。
。
。
触
蕊
。
。
・
・
（
お
目
0
　
6
ぐ
）
　
ω
↓
9
ご
霧
・
団
勉
二
ω
・

帥
ち
之
で
あ
る
。
こ
の
書
も
、
既
・
蓮
の
も
つ
募
ぎ
の
書
も
、
そ

の
原
本
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
二
二
年
、
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
政
府
が
露
語
に
て
「
～
九
一
〇
年
よ
り
一
九
一
四

年
に
至
る
佛
露
關
係
史
料
」
こ
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
が

師
ち
そ
れ
で
あ
る
。
併
し
罎
霧
珍
き
斜
ω
葺
く
Φ
の
書
は
共

に
、
ン
ヅ
ィ
エ
ト
政
府
登
表
の
も
の
に
比
し
て
遙
か
に
多

数
の
交
書
を
載
せ
て
居
る
。
大
戦
勃
登
に
封
ず
る
佛
國
の

責
任
を
圭
嘉
す
る
材
料
ご
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
、
イ
ス
ヅ
ナ

ル
ス
キ
ー
交
集
が
佛
國
に
て
登
行
さ
れ
た
こ
ご
は
一
見
奇

異
で
あ
る
が
、
そ
の
登
行
所
が
ご
σ
蕊
忌
憂
目
鑓
く
塾
な

る
を
見
れ
ば
な
る
程
ご
首
肯
さ
れ
る
。

　
濁
露
爾
皇
帝
の
交
換
書
簡
集
は
、
一
般
の
興
昧
を
引
い

細
細
後
公
炎
さ
れ
し
重
要
な
ろ
軍
機
翻
係
史
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
藩
閥
號
　
　
　
七
二
　
（
五
入
○
）

た
爲
か
頗
る
多
種
で
あ
る
。
先
づ
猫
逸
か
ら
は
≦
．
・
Ω
9
～

HW

宸
W
律
イ
≦
誉
9
5
ω
崔
．
即
影
臼
挿
N
霞
0
3
H
O
Q
り
鼻
一
図
℃
H
÷

切
◎
忌
陽
｝
・
ぢ
8
・
が
幽
て
居
る
が
、
こ
れ
が
最
も
馬
齢
全
な
る

や
う
で
あ
る
。
佛
國
よ
り
は
、
》
留
書
ω
ぎ
9
発
き
【
ぎ

§
。
二
曽
汐
剛
。
・
路
●
ω
下
縁
℃
a
塞
盟
蜜
8
奮
囲
H
．
6
Q
い
一

ら
。
墜
（
カ
。
く
器
（
諺
＾
剛
・
爵
ヨ
9
μ
集
①
軌
●
6
遷
）
・
及
び
、
ソ
ヅ

ィ
エ
ト
政
府
に
よ
り
て
獲
表
さ
れ
、
寓
●
ω
①
筥
。
き
矯
の
謙
課

に
係
る
、
0
。
き
ω
℃
9
凱
磐
8
紆
Ω
琶
H
釜
ヨ
・
鵡
霧
裟
。
◎
誓

日
目
．
℃
9
蕃
●
圃
℃
N
タ
が
あ
る
。
英
米
よ
）
は
、
窯
．
国
．
Q
歪
さ

目
δ
囚
巴
お
誘
ピ
憩
審
誘
8
け
冨
円
ω
母
．
及
び
缶
・
剴
①
三
韓
魯
ノ

8
ぴ
。
♂
≦
＝
団
－
乞
亡
く
蜜
0
9
，
一
．
の
呂
9
巳
碧
呂
ρ
乞
9
＜
＜
〇
二
（
．
H
鷺
G
◎
．

が
出
て
居
る
。

　
最
後
に
英
主
を
見
る
に
、
そ
の
態
度
頗
る
悠
長
た
る
も

の
あ
り
、
漸
く
最
近
に
至
っ
て
吾
人
に
貴
重
な
る
外
交
文

書
集
を
提
供
し
た
0
9
男
．
Ω
o
o
。
F
軍
記
。
日
℃
塁
一
藷
の
編

纂
に
係
る
切
監
筈
U
。
§
壼
話
。
5
汁
冨
9
喧
蕊
9
二
δ

＜
益
J
H
c
。
り
○
。
一
お
目
夢
同
H
＜
2
。
・
’
囲
o
a
o
ρ
6
い
α
一
邸
ゆ
b



こ
れ
で
あ
る
。
年
代
の
出
獲
黙
を
一
入
九
界
年
に
取
っ
た

の
は
濁
逸
こ
の
關
係
を
重
視
し
た
爲
で
あ
っ
て
充
分
に
首

肯
し
得
る
理
由
を
持
っ
て
居
る
。
何
ε
な
ら
ば
一
入
九
入

年
は
稠
逸
の
≦
集
℃
o
隔
窪
（
焚
展
に
ご
つ
て
重
要
な
る
年
で
、
．

極
東
膠
州
瀞
の
獲
得
並
び
に
第
一
回
海
軍
鑛
張
案
は
こ
れ

を
謹
す
る
も
の
で
あ
り
、
濁
逸
の
≦
．
警
℃
o
ま
7
登
襲
は
邸

ち
英
國
の
H
9
℃
2
9
謬
ご
・
こ
の
衝
突
延
い
て
は
英
猫
關
係

の
悪
化
を
意
劃
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
大
戦
前
國
際

關
係
の
推
移
に
於
て
そ
の
中
心
一
’
7
ー
マ
ご
な
る
べ
き
は
英

濁
關
係
な
る
こ
ご
明
か
な
れ
ば
、
英
國
文
書
集
が
一
入
九

二
年
を
ス
タ
ー
ト
ご
し
だ
事
は
深
き
意
味
が
あ
る
。
但
し
、

吾
等
研
究
者
に
は
英
國
の
文
書
集
が
濁
逸
の
そ
れ
ビ
同
様

に
】
入
賞
剛
年
を
ス
タ
ー
ト
ε
し
て
く
れ
た
な
ら
ば
一
層

結
構
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。
本
書
は
最
初
、
結
尾
の
第
十

一
悠
．
ヘ
ゼ
δ
〇
三
筆
。
〔
涛
。
門
～
＜
p
憎
、
。
が
旨
芝
・
＝
魯
碁
聖
冒
り
一

竃
。
憎
冨
ど
の
編
纂
に
よ
り
て
専
行
さ
れ
，
之
だ
け
は
他
の

十
憲
ご
多
少
趣
き
を
異
に
し
、
大
膿
に
於
て
大
戦
直
後
公

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

大
戦
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
る
幽
際
關
係
史
料
に
つ
い
て

表
さ
れ
た
法
器
切
o
Q
ぎ
の
蟹
張
で
あ
る
。
編
纂
者
の
豫
定

に
よ
れ
ば
左
記
の
如
き
順
に
て
登
行
ざ
れ
る
筈
で
あ
る
。
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恥
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ω
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昌
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冥
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鍵
団
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）
ω
ρ

　
＜
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翼
H
H
I
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H
目
お
O
O
一
お
H
さ
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累
①
α
q
o
賦
鑑
g
ω
慧
窪
○
費
鶯
碧
聴

　
く
。
『
囲
×
・
お
H
㌣
お
一
9
日
げ
①
ゆ
巴
訂
霞
芝
窺
ψ
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♂
M
o
す
×
．
お
占
1
ぢ
ミ
．
甥
δ
囲
p
巨
峯
貧
9
篇
8
0
●

本
書
の
有
す
る
償
値
に
就
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
。
三

幅
の
夏
Φ
Ω
δ
の
ω
o
℃
o
ま
篤
ご
相
並
ん
で
、
最
近
世
國
際
關

係
史
研
究
に
於
る
、
汲
め
ざ
も
盤
き
せ
訟
蜜
の
泉
で
あ
る
◎

濁
逸
の
方
は
か
な
b
研
究
さ
れ
た
。
今
や
英
國
史
學
者
．
に

重
大
な
る
重
荷
が
掛
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
爾

史
料
集
を
共
に
心
密
な
る
眼
で
見
て
こ
そ
、
置
ハ
實
に
到
達

し
得
ら
れ
ち
課
で
、
こ
の
黙
、
國
民
的
偏
見
を
毫
も
持
た
な
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四
號
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第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
大
曲
後
押
表
さ
れ
し
重
要
な
ろ
瞬
軍
機
係
鹿
斜
に
つ
い
て
　
　
　
雪
起
號
　
　
　
七
四
　
（
五
入
二
）

い
黙
に
於
て
有
利
な
る
立
場
に
あ
る
我
が
國
薦
洋
斑
癩
者

の
奮
起
を
望
ん
で
止
ま
諏
次
第
で
あ
る
。
以
上
に
加
ふ
る

に
若
し
佛
國
の
外
交
文
書
集
が
公
け
に
さ
れ
る
時
が
來
ら

ば
、
吾
入
の
喜
び
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
も
の
は
な
い
。

　
猶
、
吏
料
こ
し
て
墨
ぐ
べ
き
も
の
に
、
備
忘
録
な
る
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
實
に
驚
く
べ
き
程
多
薮
で
あ
っ

て
、
世
界
大
戦
前
の
外
交
に
い
や
し
く
も
多
少
の
閥
係
を

持
つ
た
政
治
家
の
殆
ん
ざ
凡
て
が
備
忘
録
を
公
け
に
し
た

こ
云
っ
て
も
敢
て
過
雷
で
は
な
く
、
こ
れ
は
一
時
殆
ん
ご

讃
書
界
の
流
行
の
如
き
槻
を
呈
し
旋
の
で
あ
る
。
上
は

を
凶
臼
。
冨
鼻
或
は
男
。
｛
暑
p
・
膚
⑰
よ
り
、
下
は
公
使
、
軍
人

に
至
る
ま
で
事
っ
て
備
忘
録
を
残
し
て
居
る
。
叉
著
述
の

中
に
於
て
も
史
料
的
彼
値
を
有
す
る
も
の
は
少
く
な
い
○

濁
逸
の
○
ド
8
鵠
銭
爵
ヨ
碧
算
の
数
著
の
如
き
は
そ
の
代
表

的
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
ご
に
爾
し
て
は
、
博
學

な
る
グ
ー
チ
博
士
が
、
　
へ
眠
労
の
o
o
嵩
け
図
。
く
①
猷
鳥
9
謎
o
h
、
団
g
δ
一

℃
o
碧
望
℃
同
。
営
霧
驚
ご
囲
2
益
。
灘
信
謡
㌧
、
に
於
て
、
吾
入
に
詳

露
な
る
勲
識
を
輿
へ
て
居
る
。
　
三
。
入
．
九
）


